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活動内容活動内容

　国際交流センター室（3号棟1階）にある「参加申込書」
　に必要事項を記入してセンター室に提出する。

　書類選考と面接選考で、メンバーに選ばれた人のみ
　参加可能です。
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問合せ：国際交流センター室（3号棟1階）
渡辺 俊        Tel: 63-9096 E-mail:shun-wa@sta.tenri-u.ac.jp
関本 克良　Tel: 63-9096 E-mail: sekimoto@sta.tenri-u.ac.jp　

問合せ：国際交流センター室（3号棟1階）
渡辺 俊        Tel: 63-9096 E-mail:shun-wa@sta.tenri-u.ac.jp
関本 克良　Tel: 63-9096 E-mail: sekimoto@sta.tenri-u.ac.jp　

タイでの教育支援・ボランティアタイでの教育支援・ボランティア

【２　面接選考　４月28日火曜29日水曜　16時～19時 予定】【２　面接選考　４月28日火曜29日水曜　16時～19時 予定】

【１　申込み　締め切り　４月18日金曜17時 】【１　申込み　締め切り　４月18日金曜17時 】
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【履修登録と単位取得について】
本プロジェクトは、事前研修は春学期木曜５限「国際協力演習１」
8月のタイ現地活動は集中講義「国際協力実習」、事後研修は秋学期木曜５限「国際協力演習２」
を履修登録できます。参加を希望する人は申し込む前に、履修登録をしてください。
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4月に申込、8月後半にタイで活動！4月に申込、8月後半にタイで活動！



第 2 2 回 「 国 際 参 加 プ ロ ジ ェ ク ト （ I P P ・ タ イ ） 」

ホ ッ プ 　 事 前 研 修 ！
【 2 0 2 5 年  春 学 期 木 曜 5 時 限 目 】 現 地 活 動 の 準 備 を し ま す 。
春 学 期 の 木 曜 5 時 間 目 「 国 際 協 力 演 習 １ 」 を 事 前 研 修 と し て 現 地 活 動 の 準 備 を し ま す 。
選 考 に よ り 参 加 が 決 定 し た 人 は 必 ず 事 前 研 修 に 参 加 し て も ら い ま す

ス テ ッ プ 　 現 地 活 動 ! !
【 2 0 2 5 年  8 月 】 タ イ で 活 動 し ま す 。 「 国 際 協 力 実 習 （ 集 中 ） 」
・ 小 学 校 で の 教 育 支 援 活 動
・ 農 村 や 被 災 地 で の 復 興 支 援 活 動

ジ ャ ン プ 　 事 後 研 修 ! ! !
【 2 0 2 5 年  秋 学 期 木 曜 5 時 間 目 】 活 動 の 成 果 を ま と め て 報 告 し ま す
・  「 国 際 協 力 演 習 ２ 」 で タ イ で の 活 動 の 帰 国 報 告 会 の 開 催 、 報 告 書 ・ D V D の 作 成
・  各 自 の テ ー マ ご と の レ ポ ー ト 作 成

1 .  場 所： マハーサラーカム、バンコク
　　　　　パヤオ（予定）
2．現地活動： 2025年8月後半 （予定）
3 ． 参 加 負 担 金 ：  1 5 万 円  
　 ※  航 空 券 、 宿 泊 、 現 地 食 費 込 み
　 ※  パ ス ポ ー ト 申 請 、 旅 行 保 険 、
　 　 事 前 合 宿 等 の 費 用 は 別 途 必 要 で す 。
4 ． 募 集 人 員 ：  2 5 名  
　 ※  本 学 の 学 生 な ら 誰 で も 参 加 可 能
5 ． 活 動 内 容 ：  タ イ の 小 学 校 等 で の
　 　 教 育 支 援 活 動 ・ 環 境 ボ ラ ン テ ィ ア な ど

「 国 際 参 加 プ ロ ジ ェ ク ト 」 と は ・ ・ ・
天 理 大 学 の 「 建 学 の 精 神 」 に 基 づ く

「 他 者 へ の 献 身 」 を 国 際 的 な 舞 台 で 実 践 し て い く
教 育 プ ロ ジ ェ ク ト で す 。

　 自 分 の 出 来 る 最 大 限 の 努 力 を し 、 伝 え る
と い う 思 い を 強 く 持 ち 、 試 行 錯 誤 し ま し
た 。 日 に 日 に 素 晴 ら し い 活 動 に な り 、 最 後
は 私 達 も 楽 し め る ま で に な り ま し た 。
　 子 ど も の 感 想 の 中 で 、 内 容 を し っ か り と
理 解 し て く れ た も の も 多 く 、 本 当 に 嬉 し か
っ た で す 。 （ 体 育 学 部 4 年 ）

　 言 葉 だ け で な く 、 子 供 た ち と 、 心 も 通 じ
あ え た と 思 う 。 楽 し い シ ー ン で は 笑 い が 起
き 、 感 動 す る シ ー ン で は 拍 手 が 起 き る よ う
に な っ た 。 子 供 た ち に 笑 顔 と 「 心 の 宝 」 を
届 け て 、 そ れ 以 上 に 温 か い 気 持 ち と 笑 顔 、
そ し て 「 心 の 宝 」 を 貰 っ た 。
（ 英 米 語 専 攻 1 年 ）

参 加 学 生 の 声


